
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 高根台・松が丘・大穴南地区のまちづくり 
	
 市民の豊かで快適な生活を支えるまちづくりの一環として、河川改修・水害対策、公園整備、
道路整備や交通安全、防災などの公共施設整備が実施されています。これらの事業の内、高根台・
松が丘・大穴南地区や近隣地域に関連する主な事業についてお知らせします。 
 これまでこれら事業の提案や促進を求めてきましたが、これからも求めていきます。 

 河川改修・水害対策 

  木戸川の改修完成へ 
	
 河川の氾濫による被害を防ぎ、市民が親しみ
と安らぎを感じられる自然の川づくりのため、
木戸川の改修工事、遊歩道の整備、橋の架け替
え工事が行なわれてきました。 
 当初計画より遅れましたが、平成 28 年度中
に完成します。 
 平成 29 年度までに整備される大穴近隣公園
を起点として、さくら公園、木戸川遊歩道、大
穴北斜面緑地を結ぶ散策道の整備を提案してい
ます。 
 

  駒込川の改修始まる 

	
 駒込川流域では、平成 25 年 10 月の台風 26
号による上流市街地（習志野台地域）の浸水被
害に加え、船橋アリーナー駐車場地下の調整池
がオーバーフローし、下流部でも浸水被害が発
生しました。平成 28 年度から駒込川の改修が
始まります。 
 平成 28 年度は測量や概略設計が実施されま
す。また、上流部の水害対策として習志野台５
丁目付近から駒込川まで下水道菅（雨水）の整
備も計画されています。 

                       船橋市議会議員（市民社会ネットワーク） 
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 下水道菅（雨水）の整備  
	
 局地的な大雨などによる古和釜小学校南側や八町歩
南町会の水害対策として、平成 28 年度から直径
1.0m~1.35m の下水道菅（雨水）の整備が本格的に始
まります。 
 古和釜小学校南側から木戸川に至る約 700 メート
ルが整備され平成 30 年度に完成する予定です。 
	
  

 雨水貯留浸透施設の設置 
	
 都市化の進展で雨水が一気に雨水管や河川に集まり、
水害を引き起こしますが、これに対応するために一時
的に雨水を貯めたり、地下に浸透させる施設の整備を
行なっています。 
 平成 25 年に古和釜中学校に、平成 27 年度は高根
台中学校に設置され、平成 28 年度は特別支援学校高
根台校舎と高根木戸近隣公園に設置されます。 
 

  公園整備 

 大穴近隣公園の整備 
	
 大穴南４丁目の大穴運動広場を拡張し、（仮
称）大穴近隣公園として整備されます。 
 近隣公園は都市に潤いを与え、市民に憩い
の場を提供し、大地震時には一時的な避難場
所となる身近な都市公園です。 
 また、公園用地内には縄文時代の貴重な遺
跡である海老が作貝塚があり、隣接する貝塚
が宅地開発によって破壊されたことも踏まえ、
公園内の貝塚は現存保存されます。 
 遺跡公園でもある大穴近隣公園は、27 年度
で用地買収が完了し、平成 28 年～平成 29 年で整備されます。 

 高根木戸近隣公園の改修も 28 年度、雨水流出抑制のための地下貯留層の設置や

広場の改修が行われます。 
 

防災 消防古和釜分署・訓練場の整備 
 消防力の充実・強化を図るとともに、複雑多様化する災害発生に備え、消防職団員の災害対応
能力の向上を図るため古和釡町に船橋東消防署分署と消防訓練場の整備が行われます。 
 住宅が密集する松が丘・大穴地区にとっては火災や地震災害に備えた大変心強いものです。 
工事期間は平成 28 年度～30 年度です。 

 

 

 



    住宅などの耐震化の促進 
 熊本地震では、耐震化が不十分な木造住宅が多数倒
壊しました。木造住宅の耐震診断費用助成額が 4 万円
から 6 万円に、耐震改修工事費用の助成限度額が 50
万円から 70 万円に引き上げられました。助成に関す
る問い合わせは 436-2632（建築指導課耐震係）へ。 
 

道路整備・交通安全対策 

  都市計画道路の整備 
	
 交通渋滞の緩和や道路の利便性、安全性を図るため
都市計画道路の整備が行なわれています。宮本・古和
釜線は 4 区間で工事が行われてきましたが、平成 27
年度には芝山・高根木戸駅区間が完成し、平成 28 年
度は、松が丘生協前・シグナルパチンコ店区間が完成
します。 
 3 月議会では、シグナルパチンコ店から古和釜高校
までの道路整備を求めましたが、該当区間が調整区域
であることから市の答弁は優先順位が低いと消極的で
した。高根木戸駅・ガスタンク前間の未整備区間は、平成 29 年度に、近隣公園から生協前まで
は平成 31 年度に完成予定です。引き続き事業の促進、延伸を求めていきます。 
 

 押しボタン式信号機の設置  
	
 1 昨年 5 月に、北習志野グリーンハイツ前の横断歩
道で、横断中の視覚障がい者とヘルパーが車にはねら
れ死亡する痛ましい事故が発生しました。 
 古和釜郵便局前に新しく横断歩道が整備されました
が、この場所は郵便局やバス停などを行き来する高齢
者や児童が多く、安全を確保するために押しボタン式
信号機の設置を求める要望書が近隣町会・自治会、商
店会、社会福祉協議会から出されていました。 
 この横断歩道に平成27年 11月に押しボタン式信号
機が設置されました。 
	
 	
  

 徳洲会病院交差点に信号機の設置 
	
 徳洲会病院東側交差点は、変則な交差点の上、急な
カーブと坂道になっていることから事故が多発する危
険な交差点で、市民から信号機を設置してほしいとの
要望を受け、議会でも再三取り上げてきましたが、平
成 28 年 3 月に信号機が設置されました。 

 

 

 

 



	
 松が丘 4丁目にゾーン 30の導入 
	
 平成 28 年 1 月に松が丘 4 丁目地区にゾーン 30 が導
入されました。ゾーン 30 とは、幹線道路に囲まれてい
る生活道路が集まった市街地の一定の区域（ゾーン）を
定めて時速 30 キロの速度規制を実施し、他の安全対策
を必要に応じて組み合わせて、生活道路における歩行者
の安全を確保し、区域内を抜け道として通行する行為を
抑制するためのものです。 
 平成 28 年度には、高根台 4 丁目や習志野台 4 丁目地
区などに導入されます。 

  バス停にベンチ・上屋の設置 
 高齢者などに対するバスの利便性を高め、公共交通機
関としてのバス利用を促進するために、バス停にベンチ
や上屋を設置しています。 
 平成 27 年度に設置されたのは次のバス停です。 
 高根木戸駅上り、団地 5 号通り上り、団地 7 号通り上
り・下り、高根台病院前上り・下り、東集会所上り・下
り、高根台保育園上り・下り（上屋のみ）中学校入口上
り、公園前下り、坂上上り、刈米上り（写真）。 
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